








要約:富山スタディの対象児で、黒部市 4 保育所で 2 年間の食育を受けた児(対象群)と市

街地の児(対照群)及び保護者に小学校1年修了時、食に関する調査を行った。保護者への

アンケートの結果、子どもの食に関する関心や食行動に両群間の差は認めなかった。児童

では対象群が対照群に比較して食品名では正答率が変わらないが、それぞれの栄養分類が

可能であったり、食材への関心が高く、おやつを腹一杯食べない自己コントロールが働い

ていることを示唆する結果であった。


